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シビアな浅い水域で有孔虫は決まった共生藻しか持てない 
――共生褐虫藻の深度変化を解明―― 

 

発表のポイント 

◆サンゴ礁に生息する大型底生有孔虫が持つ共生褐虫藻の組み合わせが生息深度で変化するこ

とを発見 

◆深度 2 m 程度の礁原の個体は決まった褐虫藻の組み合わせを持ち、深度 9 m より深い礁斜面

の個体が持つ多様な褐虫藻と対照的だった 

◆光量や水温の変動幅などの環境の差異が、大型底生有孔虫の共生藻の多様性に影響する可能

性を示唆し、今後有孔虫を用いたサンゴ礁の環境モニタリングで環境 DNA 解析を実施する際

に参照できるかもしれない 
 

 

研究に使用した大型底生有孔虫 Amphisorus kudakajimensis 愛媛大学、濱本助教提供 

 

概要 

東京大学大気海洋研究所の前田歩特任助教と、愛媛大学先端研究院沿岸環境科学研究センタ

ーの濱本耕平助教、国立研究開発法人 産業技術総合研究所（以下「産総研」という）・地質情

報研究部門の鈴木淳研究グループ長、産総研・ネイチャーポジティブ技術実装研究センターの

井口亮研究チーム長らによる研究グループは、サンゴ礁に生息する大型底生有孔虫が持つ共生

褐虫藻の多様性が生息深度によって変化することを明らかにしました。 

本研究では、礁原と礁斜面に生息する大型底生有孔虫内の褐虫藻遺伝子を、有孔虫個体レベル

で網羅的に解析しました。その結果、深度 9 m より深い礁斜面の個体が持つ多様な褐虫藻に比

べ、深度 2 m 程度の礁原の個体の褐虫藻は決まった組み合わせに収束することを発見しました。

従来、光量等の変動が大きい浅場に順応するため、浅場の個体は多様な共生褐虫藻を持つとさ

れてきましたが、実際には浅場の個体の褐虫藻組成はほぼ一様でした。本研究の成果は、環境

の差異により大型底生有孔虫の共生藻の多様性が異なることを示しており、将来の温暖化に対

し共生藻を持つ生物がどのように順応するのか考えるうえで役立つ可能性があります。 
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